
 

 

 
 

 
 
          

猛暑と集中豪雨、不安定な天候が続いた夏休みでした。本日も台風接近の中でしたが、子供たちは元

気に、気概に満ちた表情で登校してきました。子供たちにとって、充実した夏休みを過ごすことができ

たことと推察いたします。今朝も雨の中、お子さんと一緒に登校してくださったり、荷物を持っていた

だいたり、保護者の皆様には心より感謝いたします。２学期もよろしくお願い申し上げます。 
    

“垣 根 のない学 校 ”
 
さて、本校では“垣根のない学校”という理念を掲げ、誰もが安心して過ごせる「一人一人にとって

居心地の良い学校」として、共に学び共に育つ教育を推進しております。とりわけ特別支援教育やイン

クルーシブ教育を踏まえたものですが、今月号では、やや視点を変えて、聖徳太子が制定したと伝えら

れる【十七条憲法】を引用して、人と人との関係の大切さについて考えてみます。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「 不 可 獨 斷 」
 
十七条憲法は、当時の官吏や豪族に道徳的規範を示すものですが、近年は第一条の冒頭「和を

以て貴しと為し（調和を大切にして、喧嘩をしないこと）」のみ
． ．

が知れ渡り、曲解して独り歩き

しているようで、本意が伝わっていない気がします。 

十七条憲法の本質は、第一条および第十七条にあり、「議論の重要性」と「独断の排除」につ

いて繰り返し説かれています。おおむね次のような意味だと思います。 

 

 第１条 和の心を大切にして、人と争うことがないようにせよ。それが根本的な態度

である。ところが、人にはそれぞれ主義主張があり、仲間を作りたがるものであり、ま

た、全てのことを理解している人格者は少ない。みんな自分の利害で動いている。それ

ゆえ、とかく君主や父に従わなかったり、身近な人々と仲たがいを起こしたりする。 

しかしながら、上の立場に立つ者が心を柔らかにもち調和を重んじ、下の立場の者も

感情を細やかにもって、お互いに真剣に議論を交わしていけば、物事の道理はおのずか

ら通じるようになり、どんな事でも成し遂げられるであろう。 

 

 第１７条 物事は一人で決めてはいけない。必ずみんなで議論して判断しなさい。

些細なことは大したことはないので一人で決めても構わない。しかし重大なことを議

論する場合には、過失によって判断を誤ることを疑いなさい。みんなで議論を尽くせば、

道理にかなったやり方を見出すことができる。 
 

   

  No.５ 令和６年８月３０日 

  昭島市立富士見丘小学校 

   校長 稲垣 達也 
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単に「みんな仲良くしましょう」ではありません。一言で言えば、人には上も下もなく、意見が

違って当然であり、だからこそ「調和の精神」を重んじ、何事も本音で話し合ったうえで、納得解

を導くことが大事だということです。まさに本校が目指している教育そのものです。 

聖徳太子は、忖度や妥協を勧めているのではありません。人々が心から調和できれば、どんなこ

とでも成し遂げられるという理念を説いているのです。次に、もう一つ引用します。 
 

「 和 」 「 同 」 ではない  
 

古代中国の思想家・孔子の「論語」に、「君子は和して同ぜず、小人は同じて和せず」という言葉

があります。 
 

君子（賢い人物）は、人と協調（＝和）はするけれど、自分の考えや信念をしっかり持ってい

て、人に流されたり安易に同調することはない。一方で、小人（普通の人物）は、人の意見や流

行にすぐに同調して合わせるけれど、人と本当に調和し信頼し合うことはできない。 
 
「和」を「同」と捉えるのは、つまらない人物ですよ、と否定しています。みんながやってるか

ら…、みんなと一緒じゃないと……、という考え方は「同」です。 
 

君 子   自分の意見をしっかり持っているので、何にでも賛成はしない。 

友達と違う意見であっても、仲の良い状態を保てる。 

 

小 人   自分の考えや意見がないので、すぐに何でも賛成してしまう。 

一人になるのが不安なので、仲良くするためにすぐに同意する。 
 

ここまで読むと、「あなたは、君子、小人、どちらを目指しますか」と問いたくなります。 

しかし、人は弱きものです。弱いからこそ、話し合い、支え合い、存在することができるのです。 

生きるということはそういうことなのだろうと思います。  
 

「 みんなちがって  みんないい」  （金子 みすゞ） 
 
なんとうれしい言葉でしょう。「あなたは、あなたでいい」というのです。誰もが生まれただけ

で百点満点、本校が目指す「垣根のない学校」の理念の根底です。 
 
最後に、十七条憲法を現代語訳してみました。すべてが現在に当てはまることではありませんが、

私たち教職員は、常に自問自答しながら学校運営に邁進し、適正な教育活動を推進して参ります。 
 

第 一 条 以和爲貴 – 世の中において大事なことは、和を重んじ、活発な議論を行うことである。 

第 二 条 篤敬三寶 – 三宝（仏と法典と僧）を篤く敬いなさい。三宝は、世界の真理である。 

第 三 条 承詔必謹 – 天皇のお言葉は謹んで承りなさい。そうして万物に調和がもたらされている。 

第 四 条 以禮爲本 – 礼儀を大切にせよ。民を治めるためには必ず礼儀を大切にしなければならない。 

第 五 条 明辨訴訟 – 賄賂をやめ、民衆の訴えには、公明正大な判決を行いなさい。 

第 六 条 懲惡勸善 – 悪を懲らしめて善を勧めなさい。他人を欺く行為は、民衆を滅ぼす。 

第 七 条 人各有任 – 人には得手不得手がある。賢者には適切な官職を与えなさい。 

第 八 条 早朝晏退 – 仕事は朝早く来て、夕方遅くに帰りなさい。公務は甘くはない。 

第 九 条 信是義本 – 信頼関係は人の道の基本である。嘘のない真の心は、善く生きる秘訣である。 

第 十 条 不怒人違 – 人が自分と違っても怒らず、価値観の違いを認め人の意見を尊重しよう。 

第十一条 明察功過 – 功績と過失をしっかりをみてから、賞罰を与えなさい。 

第十二条 國非二君 – 民の税を中間搾取してはならない。我が国に天皇は 1人しかいません。 

第十三条 同知職掌 – 人に仕事を任せる者は、任せる仕事を熟知していなければなりません。 

第十四条 無有嫉妬 – 自分より優れたものに嫉妬心を抱く限り、賢者に会えることはないだろう。 

第十五条 背私向公 – 私情を挟まず公務に向かう姿勢が、「和」の実現にはとても大切である。 

第十六条 使民以時 – 国民を賦役する時は、まず国民の生活を考えなさい。 

第十七条 不可獨斷 – 何事も独断で決めてはいけない。議論を尽くせば良い結論が得られるはず。 



＜ 学 校 からのお知 らせ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 芸 術 鑑 賞 教 室  
 
９月４日（水）に、芸術鑑賞教室があります。前半は落語や太神楽曲芸などの伝統芸能を鑑賞し、後半は歌

のお兄さんと一緒に歌ったり、踊ったりと学校全体でステージを創り上げていきます。 

夏休み明け最初の行事です。子供たちが、楽しく芸術・文化を体験できればと思います。 

☆ 運 動 会 練 習 始 ま り ま す  
 

９月中旬から運動会に向けて体育の授業が増えます。暑い日が続くと思いますので、水筒と汗拭きタオル

を持たせてください。また、体育着の洗濯が間に合わない場合は、代わりの服でも参加できます。その場合は

運動に適したＴシャツ、短パンを着替えられるように持たせてください。赤白帽子は必ず着用します。必要に

応じて金曜日以外の持ち帰りも OKです。 

☆下校時刻の一部変更について 
 

９月１１日（水）は、教員の昭島市教育研究会のため午前中授業となりますが、本校では、１年３組、６年２

組において研究授業を行います。そのため、両クラスのみ下校時刻が１４時３５分頃となります。よろしくお願

い申し上げます。学童やデイサービス等への連絡等ご対応もお願いいたします。 

☆図書館を使った調べる学習コンクール作品展 
 

９月１１日（水）から１３日（金）に、学校図書館で調べる学習コンクールの作品の選出作品を展示します。

学級毎に全学年の選出作品を鑑賞する予定です。 

保護者の皆様は、道徳授業地区公開講座日の１３日（金）の９時から１２時まで、学校図書館にてご鑑賞

することができます。夏休みに時間をかけて、自分の問いを探究した素晴らしい作品をぜひご覧ください。 

☆ 道 徳 授 業 地 区 公 開 講 座  
 

９月１３日（金）に実施いたします。学年により時間が異なりますので、ご確認をお願いいたします。 

１～３年生：２校時（9：35～）  ４～６年生：３校時（10：40～）  さくら学級：２校時（9：35～） 

詳細については、マチコミメールにてご確認ください。 

☆ 学 校 徴 収 金 に つ い て  
 

９月分の教材費の引き落としが９月 1７日（火）に予定されております。１学期に学年からお知らせした手紙

で金額を確認していただき、連休前の 1３日（金）までにご入金をしていただきますよう、お願いいたします。 

9 月の生活目標 「進んであいさつをしよう」 

 

 9 月の保健目標 「早ね早起きをしましょう」（グッドモーニング 60 分） 

 



＜ 学 年 ・ さくら学 級 ・ 専 科 からのお知 らせ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１学年より  はじめのいっぽ  

☆学校に持ってくるものについて 

 次の日にちまでにお願いします。 

９月３日（火）まで タブレット端末 

９月４日（水）まで 道具箱。はさみ、クレヨン、色えんぴつ、のり、セロハンテープ、自由帳

を揃えてください。 

９月６日（金）まで ・ アサガオについて、学習に使うので種を 30 個ほど、名前を書いた袋

に入れて持たせてください（足りなくても構いません）。鉢は、枯れ

た葉をもいで、つるはそのままにして、保護者の方が、中庭の各クラ

スの前あたりに並べて置いてください（土日でも構いません）。 

・ 生活科の学習で、水遊びを行う予定です。マヨネーズやペットボトル

などの空き容器、ぬれてもいい服（下着や靴下を含む）、タオルをプ

ールバッグに入れてください。 

・ 国語、生活、図工の下巻の教科書３冊を 9月２日（月）に配布します。

記名の上、持たせてください。学校で保管します。 

・ 図書バッグ（借りた本を揃えて入れてください） 

９月 10日（火）まで 鍵盤ハーモニカ・音楽バッグ・絵の具セット（絵の具セットは、筆や絵の

具など一つ一つに記名の上、持たせてください） 

 

 
第２学年より 

☆三角定規セットの購入について 

算数「長方形と正方形」の学習で三角定規を使用するため、一括で購入します。３年生の学習

で分度器を使用するため、三角定規（２種類）と分度器がセットになっているものを購入します

ので、ご承知おきください。 
 

☆運動会の衣装について 

運動会の衣装については、決定次第マチコミメールでお知らせいたします。新学期のタイミン

グでお知らせできずに申し訳ありません。ご連絡をお待ちください。 
 

☆ノートを新しく購入する際の注意点 

ノートの種類を、マス目が多いものに変更します。新しく購入する際には、下記のものをご購

入ください。（現在お使いのものや新しく購入してある場合には、そちらが使い終わってからで大

丈夫です。また、全く同じものでなくてもよいです。） 

・国語 １５マス B5判 右開き    ・算数 １７マス B5 判 左開き 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４学年より  
☆下巻の教科書について 

  国語・算数の下の教科書を配付します。１０月から使う予定です。それまでは学校で保管しま

すので、記名の上、９月５日(木)までに持たせてください。 

☆運動会で使用する「ハッピ」の購入について 

中学年で「ハッピ」２５０円を購入し運動会で使用します。教材費の予備費から支出いたしま

すので、ご承知おきください。 

第３学年より   

☆社会科見学について 

日時 ： ９月２６日（木） ８：３０～１５：３０ （雨天実施） 

場所 ： アキシマエンシス・環境コミュニケーションセンター・紅林梨農園                                                                      

・貸切バスで市内を移動します。持ち物等は、後日配付するしおりをご参照ください。 

・当日は、雨の場合でも、お弁当が必要になります。 

☆運動会で使用する「ハッピ」の購入について 

中学年で「ハッピ」２５０円を購入し運動会で使用します。 

教材費の予備費から支出いたしますので、ご承知おきください。 

第６学年より  

☆６年２組 特別授業について 

 ９月１１日（水）５校時 ６年２組は外部講師をお呼びして、体育館にて授業を行います。 

 下校時刻が他のクラスよりも遅く１４：３５頃になる予定ですので、ご承知おきください。 

☆家庭科 集金について 

  家庭科の学習でトートバックを作成します。注文用封筒を配布しましたので、希望する材料を

選び、代金を入れて５日（木）までにご提出ください。縦型、横型はどちらでも構いません。 

☆音楽科より 
   ２学期のスタートとともに音楽会の練習がスタートします。楽器や楽譜等、忘れ物のないように

持たせてください。また、楽器のお手入れ用ハンカチ（ガーゼ等水分の吸収がよいもの）をケー

スに入れてください。 

 
☆図工科より 

絵の具セットの点検をお願いします。 

・絵の具にない色がある場合は、ご家庭でご購入をお願いいたします。 

・雑巾を１枚入れておいてください。 

・筆先がボサボサになっている、割れている場合は、筆の買い替えをお願いいたします。 

第５学年より  
☆社会科見学の日程について 

  社会科見学の日程を、次の通り変更します。よろしくお願い申し上げます。 

 変更前：１１月２１日（木） → 変更後：10 月２日（水）午前中【給食あり】  

 持ち物等の詳細は、後日しおりを配布しますので、そちらをご覧ください。 



＜８・９月の行事予定＞ 

月・日 曜 
給

食 
朝 行   事   予   定 

授業時数 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

8/30 金 × 特 午前授業 始業式 4 4 4 ４ ４ ４ 

31 土          

9/1 日          

2 月 ○ 安・モ 午前授業 身体測定・保健指導 給食始  4 4 4 ４ ４ ４ 

3 火 ○ コ 午前授業 4 4 4 ４ ４ ４ 

4 水 ○ モ 委員会活動  芸術鑑賞教室②③ 4 4 4 4 5 5 

５ 木 ○ 避 避難訓練 5 5 6 6 6 6 

6 金 ○ モ 寺子屋 4 4 4 5 5 5 

7 土     「未来をひらく」発表会       

8 日             

9 月 ○ 長・モ   4 5 5 5 5 5 

10 火 ○ コ 大空指導始 5 5 6 6 6 6 

11 水 ○ 特 午前授業 調べる学習コン作品展始 13日まで 4 4 4 ４ ４ ４ 

12 木 ○ 作  5 5 6 6 6 6 

13 金 ○ モ 道徳授業地区公開講座   寺子屋 4 4 4 5 5 5 

14 土             

15 日             

16 月     敬老の日       

17 火 ○ コ  5 5 6 6 6 6 

18 水 ○ 集 クラブ活動 4 4 4 5 5 5 

19 木 ○ 作  5 5 6 6 6 6 

20 金 ○ モ 
たてわり班活動② 寺子屋 

授業力向上アドバイザー事業（さ）授業観察⑤ 
4 4 4 5 5 5 

21 土             

22 日     秋分の日       

23 月     振替休日       

24 火 ○ コ 運動会時間割始 5 5 6 6 6 6 

25 水 ○ 集  4 4 4 ４ ４ ４ 

26 木 △ 作 午前授業 社会科見学(3) 5 5 6 6 6 6 

27 金 ○ モ 運動会係活動 4 4 4 4 4 5 

28 土             

29 日             

30 月 ○ 生・モ 教育実習 4-1始～10/25まで 4 5 5 5 5 5 

※ 表中の（数字）は学年、丸数字は授業時間を表示。例：（５）５年生 ③３時間目 

※ 下校時刻目安  4ｈ授業…13：30  5ｈ授業…14：40  6ｈ授業…15：35 

 


